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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第７期

第２四半期
連結累計期間

第６期

会計期間
自　2018年４月１日
至　2018年９月30日

自　2017年４月１日
至　2018年３月31日

売上高 （千円） 3,023,690 6,340,924

経常利益 （千円） 104,098 327,874

親会社株主に帰属する四半期（当期）

純利益
（千円） 189,773 224,466

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 189,773 224,466

純資産額 （千円） 1,400,961 1,210,587

総資産額 （千円） 2,308,912 2,670,106

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 19.35 23.32

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益
（円） 18.13 21.76

自己資本比率 （％） 60.7 45.3

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 498,357 194,384

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △324,027 △227,563

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △139,406 279,806

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高
（千円） 556,672 521,747

 

回次
第７期

第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2018年７月１日
至　2018年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 16.60

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．当社は、第６期第３四半期連結累計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、第６期第２四半期連

結累計期間にかかる主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

３．売上高には、消費税等は含まれておりません。

４．当社は、2018年７月１日付で株式１株につき４株の株式分割を行っておりますが、前連結会計年度の期首に

当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益を算定しております。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

　当第２四半期連結累計期間の売上高は3,023,690千円（前年同期比9.4％増）となりました。利益面では、営業利

益は105,343千円（前年同期比137.4％増）、経常利益は104,098千円（前年同期比180.2％増）、親会社株主に帰属

する四半期純利益は189,773千円（前年同期比723.9％増）となりました。

　当事業年度において、当社グループは広告代理サービス、メディアグロースサービスに次ぐ３つ目の柱として

ウェブサービス（Unipos事業）を軌道に乗せるため、Uniposへ積極的に投資を行っております。

　当第２四半期連結会計期間においても、Unipos事業へのマーケティング投資などを成長投資として実施してお

り、今後も継続的に投資を行う予定でおります。また、広告事業は次の収益の柱を作るための投資を実施してまい

ります。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の限界利益（売上高から媒体費を控除したもの）は前年同期比131.6％

の成長となりました。ウェブサービス（Unipos事業）の限界利益は第１四半期連結累計期間より1.6倍に増加して

おり、新規事業から主力事業への成長がみられてきました。広告代理サービス、メディアグロースサービスの限界

利益は第１四半期連結累計期間より堅調に増加しております。

　営業利益は、本社移転の意思決定に伴う減価償却費の増加75,645千円（詳細はP12「会計上の見積りの変更」を

ご覧ください）を計上したうえで105,343千円となりました。第２四半期連結会計期間に限れば、前年同期の営業

利益と同等の水準になりました。

　特別利益には、本社移転に伴う支度金として190,000千円を計上しております。

　なお、当社グループは、前第３四半期連結累計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、上記「財政状

態及び経営成績の状況」につきましては、比較有用性の観点から当第２四半期連結累計期間（2019年３月期）の連

結経営成績と前第２四半期累計期間（2018年３月期）の個別経営成績との増減比較を表示しております。

　また、当社グループはインターネット関連事業の単一セグメントであるため、セグメントごとの記載はしており

ません。

（資産）

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は2,308,912千円となり、前事業年度末に比べ361,194千円減少いた

しました。

　流動資産は1,384,696千円となり、前事業年度末に比べ541,928千円減少いたしました。これは主として現金及び

預金が34,924千円増加し、売掛金が580,049千円減少したことによるものであります。

　固定資産は924,215千円となり、前事業年度末に比べ180,733千円増加いたしました。これは主としてソフトウェ

アが37,009千円、ソフトウエア仮勘定が38,695千円、敷金及び保証金が160,720千円増加した一方で、建物が

54,243千円減少したことによるものであります。

（負債）

　当第２四半期連結会計期間末における負債合計は907,950千円となり、前事業年度末に比べ551,567千円減少いた

しました。これは主として買掛金が390,877千円、短期借入金が110,000千円、長期借入金が30,006千円減少したこ

とによるものであります。

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は1,400,961千円となり、前事業年度末に比べ190,373千円増加

いたしました。これは主として親会社株主に帰属する四半期純利益189,773千円を計上したことによるものであり

ます。
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(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末と比較し

て34,924千円増加し、556,672千円となりました。各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、498,357千円のプラスとなりました。これは主として、税金等調整前四

半期純利益294,147千円、減価償却費143,272千円、売上債権の減少額573,501千円、仕入債務の減少額391,199千

円、法人税等の支払額104,620千円があったことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、324,027千円のマイナスとなりました。これは主として、無形固定資産

の取得による支出129,256千円、敷金及び保証金の差入による支出191,861千円があったことによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、139,406千円のマイナスとなりました。これは主として長期借入金の返

済による支出30,006千円、短期借入金の減少額110,000千円があったことによるものです。

 

(3）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、62,606千円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 36,000,000

計 36,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2018年９月30日）

提出日現在
発行数（株）

（2018年11月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,812,400 9,812,800
東京証券取引所

（マザーズ）

完全議決権株式であり、権

利内容に何ら限定のない当

社における標準となる株式

であり、単元株式数は100

株であります。

計 9,812,400 9,812,800 － －

(注)１．2018年10月１日から10月31日までの間に、新株予約権の行使により400株増加しました。

２．「提出日現在発行数」欄には、2018年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額

（千円）

資本金
残高

（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2018年７月１日

(注)１
7,357,200 9,809,600 － 512,648 － 507,648

2018年７月１日～

2018年９月30日

(注)２

2,800 9,812,400 70 512,718 70 507,718

(注)１．株式分割（１：４）によるものであります。

２．新株予約権の行使による増加であります。

３．2018年10月１日から10月31日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が400株、資本金及び資本

準備金がそれぞれ100千円増加しております。
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（５）【大株主の状況】

  2018年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

田中弦 東京都港区 4,586,400 46.74

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１－８－１１ 926,200 9.44

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社（信託口）
東京都港区浜松町２－１１－３ 634,800 6.47

株式会社　サイバー・コミュニケー

ションズ
東京都中央区築地１－１３－１ 554,000 5.65

野村信託銀行株式会社（投信口） 東京都千代田区大手町２－２－２ 304,900 3.11

ＧＯＶＥＲＮＭＥＮＴ ＯＦ ＮＯＲ

ＷＡＹ

［常任代理人］

シティバンク、エヌ・エイ東京支店

ＢＡＮＫＰＬＡＳＳＥＮ　２，　０１０

７　ＯＳＬＯ　１　０１０７　ＮＯ

（東京都新宿区新宿６－２７－３０）

238,600 2.43

電通デジタル投資事業有限責任組合 東京都港区東新橋１－８－１ 198,400 2.02

ＴＢＳイノベーション・パートナー

ズ１号投資事業組合
東京都港区赤坂５－３－６ 178,800 1.82

ＢＮＹ ＧＣＭ ＣＬＩＥＮＴ ＡＣ

ＣＯＵＮＴ ＪＰＲＤ ＡＣ ＩＳ

Ｇ　（ＦＥ－ＡＣ）

［常任代理人］

株式会社三菱ＵＦＪ銀行

ＰＥＴＥＲＢＯＲＯＵＧＨ　ＣＯＵＲ

Ｔ　１３３　ＦＬＥＥＴ　ＳＴＲＥＥ

Ｔ　ＬＯＮＤＯＮ　ＥＣ４Ａ　２ＢＢ　

ＵＮＩＴＥＤ　ＫＩＮＧＤＯＭ

（東京都千代田区丸の内２－７－１）

142,800 1.46

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１－６－１ 121,900 1.24

計 － 7,886,800 80.38

（注）平成30年３月15日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書（変更報告書）において、レオス・キャピタル

ワークス株式会社が平成30年３月９日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているものの、当社として平

成30年３月31日現在における実質所有株式数の確認ができておりませんので、上記大株主の状況に含めておりませ

ん。

　なお、その大量保有報告書（変更報告書）の内容は次のとおりであります。

大量保有者　　　　レオス・キャピタルワークス株式会社

住所　　　　　　　東京都千代田区丸の内１-11-１

保有株券等の数　　株式　296,800株

株券等保有割合　　12.13％

 

EDINET提出書類

Ｆｒｉｎｇｅ８１株式会社(E33238)

四半期報告書

 6/16



（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

2018年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　　100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　9,811,000 98,110

「第３　提出会社の状況

１(1）②　発行済株式」

の内容の記載を参照

単元未満株式 普通株式　　　　1,300 － －

発行済株式総数 9,812,400 － －

総株主の議決権 － 98,110 －

 

②【自己株式等】

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

Fringe81株式会社
東京都港区六本木

六丁目10番１号
100 － 100 0.00

計 － 100 － 100 0.00

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社グループの四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

　なお、当社は前第３四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しており、前第２四半期連結累計期間

（2017年４月１日から2017年９月30日まで）においては四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期連

結累計期間に係る比較情報は記載しておりません。

 

２．監査証明について
　当社グループは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2018年７月１日

から2018年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、新日本有限責任監査法人は2018年７月１日付をもって、名称をEY新日本有限責任監査法人に変更しておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2018年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 521,747 556,672

売掛金 1,353,737 773,688

その他 51,409 54,411

貸倒引当金 △269 △75

流動資産合計 1,926,624 1,384,696

固定資産   

有形固定資産 157,464 102,027

無形固定資産   

ソフトウエア 331,006 368,016

ソフトウエア仮勘定 5,546 44,242

その他 7,389 7,133

無形固定資産合計 343,942 419,392

投資その他の資産   

敷金及び保証金 188,410 349,131

その他 53,664 53,664

投資その他の資産合計 242,074 402,795

固定資産合計 743,481 924,215

資産合計 2,670,106 2,308,912

負債の部   

流動負債   

買掛金 794,431 403,554

短期借入金 220,000 110,000

1年内返済予定の長期借入金 59,992 49,990

未払法人税等 122,374 117,269

その他 202,749 187,169

流動負債合計 1,399,546 867,982

固定負債   

長期借入金 59,972 39,968

固定負債合計 59,972 39,968

負債合計 1,459,518 907,950

純資産の部   

株主資本   

資本金 512,418 512,718

資本剰余金 592,618 592,918

利益剰余金 105,687 295,460

自己株式 △135 △135

株主資本合計 1,210,587 1,400,961

純資産合計 1,210,587 1,400,961

負債純資産合計 2,670,106 2,308,912
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第２四半期連結累計期間

(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

売上高 3,023,690

売上原価 2,120,349

売上総利益 903,340

販売費及び一般管理費 ※ 797,996

営業利益 105,343

営業外収益  

受取利息 2

営業外収益合計 2

営業外費用  

支払利息 739

支払手数料 501

その他 7

営業外費用合計 1,247

経常利益 104,098

特別利益  

本社移転に伴う支度金 190,000

その他 49

特別利益合計 190,049

税金等調整前四半期純利益 294,147

法人税等 104,374

四半期純利益 189,773

親会社株主に帰属する四半期純利益 189,773
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第２四半期連結累計期間

(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

四半期純利益 189,773

四半期包括利益 189,773

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 189,773

非支配株主に係る四半期包括利益 -
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

 （単位：千円）

 
 当第２四半期連結累計期間

(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 294,147

減価償却費 143,272

貸倒引当金の増減額（△は減少） △194

受取利息及び受取配当金 △2

支払利息 739

有形固定資産売却損益（△は益） △49

売上債権の増減額（△は増加） 573,501

仕入債務の増減額（△は減少） △391,199

前払費用の増減額（△は増加） △4,959

未払金の増減額（△は減少） 37,983

未払費用の増減額（△は減少） △21,496

未払消費税等の増減額（△は減少） △30,188

その他 2,168

小計 603,722

利息及び配当金の受取額 2

利息の支払額 △746

法人税等の支払額 △104,620

営業活動によるキャッシュ・フロー 498,357

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △4,516

有形固定資産の売却による収入 49

無形固定資産の取得による支出 △129,256

敷金及び保証金の差入による支出 △191,861

敷金及び保証金の回収による収入 1,557

投資活動によるキャッシュ・フロー △324,027

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） △110,000

長期借入金の返済による支出 △30,006

株式の発行による収入 600

財務活動によるキャッシュ・フロー △139,406

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 34,924

現金及び現金同等物の期首残高 521,747

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 556,672
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　（税金費用の計算方法の変更）

　税金費用の計算は、従来、年度決算と同様の方法により計算しておりましたが、第１四半期連結会計期間よ

り、連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前当期純利

益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法に変更しております。

　なお、前第２四半期連結累計期間において四半期連結財務諸表を作成していないため、遡及適用は行っており

ません。

 

（会計上の見積りの変更）

（耐用年数の変更）

　当社グループは、2018年５月11日開催の取締役会において、本社移転を決議いたしました。この本社移転に関

する決議に伴い、移転後利用見込のない固定資産について耐用年数を短縮し、将来にわたり変更しております。

また同様に本社オフィスの不動産賃貸借契約に伴う原状回復義務の資産除去債務の費用配分の期間について見積

りの変更を行っております。

　これにより、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益および税金等調整前四半

期純利益はそれぞれ75,645千円減少しております。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」 (企業会計基準第28号 平成30年２月16日)等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　当第２四半期連結累計期間

（自　2018年４月１日
　　至　2018年９月30日）

給与手当 202,767千円

減価償却費 66,618

研究開発費 62,606

役員報酬 57,743

地代家賃 54,747

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとお

りであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年９月30日）

現金及び預金勘定 556,672千円

現金及び現金同等物 556,672千円
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年９月30日）

１．配当に関する事項

　該当事項はありません。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第２四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年９月30日）

　当社グループは、インターネット関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。

 
当第２四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年９月30日）

(1)１株当たり四半期純利益 19.35円

　（算定上の基礎）  

　　親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 189,773

　　普通株主に帰属しない金額（千円） -

　　普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（千円）
189,773

　　普通株式の期中平均株式数（株） 9,809,523

(2)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 18.13円

　（算定上の基礎）  

　　親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

(千円)
－

　　普通株式増加数（株） 659,796

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

－

（注）当社は、2018年７月１日付で株式１株につき４株の株式分割を行っておりますが、当連結会計年度の期首に当該

株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益を算定して

おります。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2018年11月12日

Fringe81株式会社

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 奥見　正浩　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 金野　広義　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているFringe81株式会

社の2018年４月１日から2019年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2018年７月１日から2018年９月

30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書

及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、Fringe81株式会社及び連結子会社の2018年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　　上

 

 

 

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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